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研究成果の概要（和文）： 租界都市上海の劇場文化を代表する場としての蘭心大戯院（ライシャム・シアタ
ー）の1930年代から40年代にかけての実像を、多言語資料に拠る実証的な調査研究を通して明らかにし、その成
果を中国ならびに日本で2冊の共同研究書と雑誌特集号として刊行した。また、これらの作業を通して見えてき
た同時代の上海租界文化の複層性や、後の時代にもつながっていく他の地域との様々な文化的交流に関する研究
にも積極的に取り組み、そこで得た研究成果を上海社会科学院と共催のかたちで行った国際シンポジウムで、国
内外に向けて広く発信した。

研究成果の概要（英文）：　We demonstrated the actual management of Lyceum Theatre as a place 
representative of theatre culture of the Shanghai Settlements from the 1930's to the 1940's through 
empirical researches based on multilingual materials,and published two collections of papers and a 
special issue of a journal. We also actively worked on researches on the mulutilayered nature of 
contemporary culuture of Shangahai Settlement and various cultural exchanges with other areas that 
would be connected to the later period,and delivered the result of researches widely to domestic and
 overseas atthe international symposium organized jointly with the shanghai Academy of Social 
Science.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究は、それに先立つ平成２３～２５年
度の科研・基盤研究（B）（研究課題：「上海
租界劇場文化の歴史と表象―ライシャム・シ
アターをめぐる多言語横断的研究」）に携わ
ったメンバーが、そこで得た研究成果をさら
に発展させることを目的として開始したも
のである。すなわち、先の共同研究期間にお
いてはまだ不十分であった中・日・英・仏・
露の各国語資料の収集と分析の徹底化を図
りながら、ライシャム・シアター（蘭心大戯
院）を一つの窓として見えてくる１９３０年
代から４０年代にかけての上海租界劇場文
化の多様性を明らめる必要がある。さらにそ
の調査の過程で、上海租界劇場文化に関わっ
た芸術家や文化人が、その活動の場を上海
（中国）以外の国や地域に置いているケース
に出会うことが十分に予想される。そうした
個々の人々の航跡が描き出す文化的ネット
ワークを取り上げることによって、上海都市
文化の生成と発展との捉え方に新たな照明
があたることも期待される。 
 
２．研究の目的 
（１）蘭心大戯院で繰り広げられる演目の中
には、劇場芸術の領域的あるいは民族的混淆
といった、租界文化の縮図的な相貌が現れて
いることを明らかにしていく。 
（２）１９４０年代の蘭心大戯院における興
行の実態を正確に把持することによって、こ
の時期を上海租界にとっての文化的空白期
だと見なしてきた従来の歴史解釈に対して
の再考を迫る。 
（３）上海租界の劇場芸術に関わった人たち
が、自分たちの活動を上海以外のどういった
場所に結びつけて展開していったかについ
ての事例研究を通して、上海租界文化の地理
的ネットワークの広がりという問題系を立
ち上げる。 
（４）現在の上海で、政治・経済・法律・教
育などの切り口から進められており、一定の
成果が挙がっている「上海学」の中で、劇場
芸術といった人の心や感性に働きかけるも
のを対象とする研究が持つ意義を問うてい
く。 
 
３．研究の方法 
（１）多言語横断的な方法を前面に打ち出す。
具体的には、中国語新聞「申報」「大陸報」「新
聞報」、英字新聞「ノース・チャイナ・デイ
リー・ニュース」、仏語新聞「ル・ジュルナ
ル・ド・シャンハイ」を中心に据え、さらに
は日本語新聞「大陸新報」、ロシア語新聞「ザ
リア」「スロヴォ」を補助資料として活用し
ながら、蘭心大戯院ならびにその周辺にあっ
た劇場関連記事の収集とデータ化を進める。 
（２）蘭心大戯院に関与した人々の動向につ
いて、時間的（たとえば１９４９年の新中国
誕生以後）ならびに空間的（たとえば日本・
大阪）にも広い射程をとり、彼らの活動を上

海租界劇場芸術の移動といった観点から考
察し、その文化史的意義を明らかにする。 
（３）本共同研究メンバーの専門領域は文学
系、芸術系、歴史系と多岐にわたる、いわば
領域横断的な性格を持つものだが、そうした
チーム構成で進めていく研究の到達点を確
認、さらなる課題を見出すために、「上海学」
をリードしてきた上海社会科学院や日本上
海史研究会との学術交流を活発に展開する。 
 
４．研究成果 
（１）１９３０年代からアジア・太平洋戦争
の勃発によって刊行停止となるまでの期間
の「ノース・チャイナ・デイリー・ニュース」、
ならびに開戦後も継続して発行された「ル・
ジュルナル・ド・シャンハイ」に掲載された
蘭心大戯院（ライシャム・シアター）関連記
事を網羅的に調査し、それに基づく詳細な同
劇場公演演目一覧表を作成、メンバー全員で
共有するに至った。 
（２）本共同研究チーム中４名の共編で『上
海租界与蘭心大戯院』を刊行した。上海人民
出版社から刊行された中国語による論文集
だが、巻末には（１）で記した成果の一部も
反映させている。このように一つの劇場に注
目してそこから上海租界文化の持つ様々な
問題系にアプローチしていく手法と、それを
実践していく研究者の専門領域が多岐にわ
たっている（＝学際性を有している）点とは、
中国（上海）の学界で注目されることとなり、
同書に掲載された研究チームメンバー中2編
の論文は、『上海学』第二輯にもその内容に
一部手を加えて再掲された。 
（３）一方日本国内においても、本共同研究
チーム中 3 名の共編で「アジア遊学」（勉誠
出版）の特集号として『上海租界の劇場文化』
を刊行した。「Ⅰ多国籍都市の中のライシャ
ム」・「Ⅱ〈中国人〉にとっての蘭心」・「Ⅲ乱
反射する上海租界劇場芸術」という構成のも
とに編んだ同書は、「混淆・雑居する多言語
空間」という副題が端的に示すように、本共
同研究の目的と手法とを一般読者に向けて
具体的に発信したものである。 
（４）上海音楽学院との学術交流は本共同研
究開始以前から始めていたが、こうした動き
をさらに進めて上海社会科学院との提携に
よる国際シンポジウムを現地上海で実現さ
せた。日本・中国・アメリカ・オーストラリ
アなどから約５０名の上海都市文化の研究
に着手している研究者が参加したが、そこに
おいて本共同研究チームのメンバーは全員
が（２）・（３）の成果とその後の調査研究に
よって得た知見も加味した報告を行い、注目
された。その内容は、上海社会科学院世界中
国学研究所副所長周武ならびに本共同研究
代表大橋毅彦との共同編集のかたちをとっ
て、平成２９年度中に『上海学』第６輯で紹
介する予定である。また、日本国内において
も、戦時上海が抱えた諸問題を「グレーゾー
ン」という視角から考察している日本上海史



研究会と学術交流を展開、そこでの成果も大
橋が共編者の一人として名を連ねた『戦時上
海のメディア』（研文出版）に反映させるこ
とができた。 
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